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　本特集は，エレクトロニクス実装学会光回路実装技術
(OPT)委員会・研究会によって企画された。OPT研究会で
は，最先端技術情報の提供および技術をリードする専門家
との意見交換を行うことを目的としてOPT公開研究会を定
期的に開催している。また，2003年度から「光回路実装技
術ロードマップ」を 2年から 3年の間隔で編纂し，発行し
ている。活動に当たっては，光回路実装技術ロードマップ
ワーキンググループを設置し，OPT委員以外の有識者も招
き，最新動向調査や展望について議論を行っている。その
最新の成果として，第 5版光回路実装技術ロードマップを
2014年 1月に発行した。その主題は「光インターコネク
ションの普及とさらなる進展」であり，光インターコネク
ションは，既に市場に導入されているという認識に立ち，
今後，如何に普及していくかを展望している。本特集は，
最新ロードマップから選定された主要なテーマについて解
説を行う。
　2011年 3月 11日，東北沿岸を震源とするマグニチュード
9.0の大地震が日本を襲い，原子力発電所のメルトダウンと
いう大事故を誘発した。これによって日本の原子力発電は
一旦全て停止した。この事故を契機に個人および社会のレ
ベルで省エネルギ社会へ変革していく意識が芽生えた。ま
た，震災時，東北沿岸の町は津波に襲われ多くの施設が倒
壊したことにより，企業，役所などの公共施設に保管され
ていた情報が失われ，復旧を阻害する要因となった。この
ため，重要情報のデータセンタによる分散管理の重要性が
認識されることとなった。
　国内のインターネットトラフィックは年率約 18%増加し
ており，これを処理する情報通信機器の消費電力も増加す
る。情報容量の増大と省エネルギ化は重要なテーマであり，
データセンタにおける情報通信機器を繋ぐ配線に光イン
ターコネクションを用いることで，大容量伝送と省エネル
ギの実現が期待されている。
　光インターコネクションの導入を牽引するスーパーコン
ピュータにおいても，演算処理能力を向上するために，大
規模並列処理によってシステムが大規模化し，高速かつ大
量の信号伝送が必要になる。高効率な大容量伝送を行うに
は，高い実装密度で高速信号を伝送しつつ，アクティブデ

バイスの消費電力を抑制することが求められる。
　そこで，ロードマップワーキングでは，光リンクの実装
密度と消費電力について調査研究を行い，そのトレンドと
目標値を明らかにした。また，ユーザにヒアリングした結
果，光インターコネクションをさらに普及させるための重
要な課題の一つに，これまで深く言及されてこなかった信
頼性が抽出された。そこで，次世代のエクサスケールスー
パーコンピュータを前提に，いくつかの仮定を基にして，
光リンク 1レーン当たりに要求される故障率の指標値を導
出した。そして，VCSELを用いた並列光リンクについて調
査研究した結果，要求される信頼性を満足する可能性が高
いことを示した。本特集では，スーパーコンピュータの動
向，システムに求められる信頼性指標，光インターコネク
ションの実装形態と実現可能な信頼性の見通しについて言
及する。
　また，光インターコネクションは，車載や映像伝送への
適用も期待されている。その動向についても解説する。ま
た，次世代の光インターコネクションにおいて，さらなる
高速化，低消費電力の実現が期待されるシリコンフォトニ
クスとその光回路実装技術の動向についても解説する。
　光インターコネクションは AOCに代表される第 1世代
から，ボード上に並列光モジュールを高密度実装する第 2
世代へと向かう。これによって，より効率的で大容量なイ
ンターフェースを有するシステムと省エネルギ化を実現
し，マクロ的には，人類社会の発展，地球環境へ貢献する
ことを期待する。最後に，御多忙の折，御執筆頂いた著者
の方々，熱心に議論して頂いたロードマップワーキングの
メンバーの皆様に感謝いたします。

（2014.5.20-受理）
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